
町田市自転車ネットワーク計画の策定について 

 

町田市自転車ネットワーク計画について、市民意見募集を実施し、その結果等を

踏まえ計画を策定しました。 

１ 背景・目的 

自転車は、買い物や通勤・通学などの日常生活における移動手段であるほか、観光

振興や健康増進、環境負荷低減等の役割が期待されており、利用者の増加が見込まれ

ます。一方で、自転車が安全安心に利用できる通行環境は、整備途上にある状況です。 

２０２２年３月に策定した「町田市自転車活用推進計画」や「第３次町田市交通安

全行動計画」（以下、「関連する計画」という。）において「自転車通行空間整備の推進」

を掲げており、誰もが安全安心に通行できる空間の整備を計画的に実施するため、連

続した自転車通行空間の整備の方向性を示す「町田市自転車ネットワーク計画」（以

下、「本計画」という。）の策定を進めてきました。 

２ 計画の概要 

市内の自転車利用環境に関する課題及び関連する計画における方向性を踏まえ、基

本理念を“安全安心に利用できる自転車通行空間の充実”とし、３つの基本方針を定

め、自転車利用者が安全安心で快適な移動ができる空間整備を目指します。 

 

３ 市民意見募集の結果 

本計画素案について、２０２３年１１月１日（水）から１１月３０日（木）まで

の期間で市民意見募集を実施しました。 

その結果、意見は３名の方から９件いただきました。別紙のとおり意見の要旨と

市の見解を整理しました。 

４ 今後のスケジュール 

２０２４年４月 計画の公表・運用開始 

 

【基本理念】安全安心に利用できる自転車通行空間の充実 
【基本方針】✔安全安心で正しく走れる自転車通行空間の整備 

✔多様な移動手段との連携 

✔地域資源を活かす快適な自転車通行空間の整備 

２０２４年３月１４日・１５日 

行 政 報 告 資 料 

道 路 部 道 路 政 策 課 



（別紙） 
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町田市自転車ネットワーク計画（素案）に対する 

市民意見募集実施の結果 

１．意見募集の名称 

町田市自転車ネットワーク計画（素案）に対する市民意見募集 

２．意見募集期間 

２０２３年１１月１日（水）から２０２３年１１月３０日（木）まで 

３．意見の募集方法 

◆次の施設での資料の閲覧 

市庁舎（道路政策課・広聴課・市政情報課） 

各市民センター（忠生、鶴川、南、なるせ駅前、堺、小山） 

◆町田市ホームページへの資料掲載 

◆「広報まちだ」（２０２３年１１月１日号）に意見募集を実施する旨の案内を掲載 

◆意見の提出方法  E メール、郵送、直接持参 

４．寄せられたご意見の内訳 

３名の方から９件のご意見をいただきました。意見の内訳は以下のとおりです。 

（お一人の方から複数のご意見を頂戴した場合は、趣旨ごとに分割をし、なるべく原文を踏襲し

て集計をしています。） 

【ご意見の要旨と市の考え方】 

A 計画の概要、構成、方針（第１章から第４章）に関するご意見（１件） 

No. ご意見の要旨 市の考え方 

１ 自転車ネットワーク計画はスポーツ利用

の自転車向けだと思うので、スポーツ利用

とそれ以外の自転車を分けて考えてくだ

さい。ネットワーク計画にスポーツ自転車

以外の話を入れるのはおかしい。 

自転車は、一部の条件の方を除き、利用用

途に限らず、車道を通行することが原則と

なります。そのため、町田市自転車ネット

ワーク計画（以下、本計画）は、市内を走

行する全ての自転車を対象として計画を

策定しております。 

本計画の策定にあたっては、自転車の種

類を問わず、安全安心で正しく走れる自転

車通行空間の整備と併せ周知・啓発活動の実

施を目指してまいります。 

本計画に、自転車の車道通行に関するト

ピックスを新たに追加し、反映いたしまし

た。 
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B 自転車ネットワーク路線（第５章）に関するご意見（０件） 

 

 

C 自転車利用環境構築、計画の推進方法（第６章、第７章）に関するご意見（４件） 

No. ご意見の要旨 市の考え方 

２ 整備済み路線と記載されている個所は、

車道と自転車道が縁石で仕切られていな

い区域が多い。 

整備済み路線については、「自転車専用

通行帯」又は「車道混在」（計画書 P24-25

を参照）による整備を実施していることか

ら、縁石等により構造的に分離する整備は

実施しておりません。整備形態の考え方に

ついては、「安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドライン」（以下、「ガイドライン」

という。）（平成２８年 7 月国土交通省道路

局・警察庁交通局）に基づき、規制速度、

自動車交通量、道路幅員などに応じて決定

をしております。 

３ 道路幅員が狭いため、難しいが、歩道と

自転車道、車道を縁石あるいはガードレー

ルでエリア分けすることが良いと思う。 

限られた道路空間における整備の中で、

全ての道路に、歩道や自転車通行帯及び車

道を縁石やガードレール等の構造物で分

離することはできません。そのため、ガイ

ドラインに基づき、自転車の通行位置の明

示等により、視覚的に分離することで、相

互の安全確保を図ります。 

４ 歩行者、自動車が進入できない自転車専

用の道路を作ることが安心安全となる。 

５ 自動車ドライバーや自転車を扱うもの

のスキルアップ、リスキリングが必要であ

る。 

交通ルールは、社会情勢等の変化により

近年大きく変わりつつあることから、交通

安全について考える機会を設けるなど、情

報発信に努めます。 

 

 

D その他のご意見（４件） 

No. ご意見の要旨 市の考え方 

６ 矢羽根表示が薄くなっているところが

あるため、メンテナンスは定期的に実施

してほしい。 

日常的な道路点検により路面表示の状

況の確認に努めます。 

自転車通行空間の表示が薄くなってい

るなどお気づきの場合は、町田市「市民通
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報アプリ・まちピカ町田くん」やメール、

お電話で通報いただきますよう、ご協力を

お願いします。 

７ 一方通行を自転車で逆走する際、「止ま

れ」標識の設置があるかわからない。設置

が必要ではないか。 

交通の規制及び規制標識の設置は警察

が実施することになります。いただいたご

意見については、警察に申し伝えます。 

なお、安全性の向上に関しては、引き続

き警察と連携してまいります。 

８ 歩道を通行していると、 “自転車通行可 

ここまで”と標識があり、標識を守ると行先

がなくなり、逆走となる。矛盾する標識は

直してほしい。 

ご意見をいただいた内容は、本町田地区

の鎌倉街道（都道１８号線）に関するご指

摘と推察いたします。 

当該区間は現在、東京都による道路整備

事業中であることから、歩道の通行につい

て仮設的な運用がなされています。交通の

規制及び規制標識の設置は警察が実施す

ることになります。いただいたご意見につ

いては、警察に申し伝えます。 

９ 自転車が走行する場所に、マンホールが

あると危険です。濡れたマンホールの上を

走行すると滑って転倒してしまう。 

いただいたご意見については、今後の自

転車通行空間の整備を推進するうえで、参

考とさせていただきます。 

 



基本理念と３つの基本方針を定め、誰もが市内を安全安心で、快適に移動できる自転車通行空間の整備を

目指します。

町田市自転車ネットワーク計画（案）概要版

自転車は、買い物や通勤・通学などの日常生活

における移動手段であるほか、観光振興や健康増進、

環境負荷低減等の役割も期待されており、利用者

の増加が見込まれます。自転車は、道路交通法にお

いて「軽車両」に位置付けられており、車道通行が原

則となっていますが、その一方で、自転車が安全安心

に利用できる通行空間は、整備途上にある状況です。

町田市自転車活用推進計画等、関連する計画

において、自転車の通行空間整備の推進を位置づ

けており、誰もが安全安心に通行できる空間の整備

を実施するため、連続した自転車通行空間整備の

方向性を示す「町田市自転車ネットワーク計画」

（以下、「本計画」という。）を策定します。

また、自転車通行空間の整備と合わせ、多様な

関係者と協力しながら安全安心で快適な通行環境

づくりを目指します。

１．計画策定の背景と目的

２．課題

３．基本理念・基本方針と目標・取組内容

1

図 1 計画の位置づけ

【基本方針】

✓安全安心で正しく走れる自転車通行空間の整備
✓多様な移動手段との連携
✓地域資源を活かす快適な自転車通行空間の整備

【基本理念】 安全安心に利用できる自転車通行空間の充実

《課題解決のために
求められるもの》

✓ 自転車が安全に通行できる空間の
整備

✓ 交通事故の削減

✓ 正しい交通ルールを知る機会

《上位計画における方針》
町田市都市づくりのマスタープラン
・ハード・ソフト面での自転車活用の推進
・環境負荷の低い乗り物への転換の推進

町田市自転車活用推進計画
・「安全安心に利用できる自転車通行空間の充実」や、サイクリング環境
の創出、シェアサイクルの拡充
・自転車の活用による、環境負荷低減や、健康づくりの推進、観光やまち
づくりの資源との連携等

第３次町田市交通安全行動計画
・事故が起きない道路交通環境づくり

❶自転車事故件数の削減

❷自転車の交通ルール周知

❸多様な移動手段との連携

❹Ｗell-being*を実感できる快適な通行空間の整備

●安全安心で快適に通行できる通行空間の整備
●危険箇所や急こう配地でのスピード抑制などの注意喚起

●交通ルールの周知啓発に向けた路面表示、注意看板などの設置
●交通安全教室の実施など交通ルールの周知に向けた啓発活動の実施

●交通結節点である鉄道駅と学校、生活拠点等をつなぐ通行空間の整備
●多摩都市モノレール町田方面延伸ルートの計画を見据えた、駐輪場やシェアサイクルポートの設置、検討

●健康づくりや観光利用などの魅力ある場所へのアクセス性向上や、自然を楽しめる通行空間の整備
●観光スポットや利便施設等への駐輪場やシェアサイクルポートの設置

*Ｗell-being…身体的・精神的・社会的に満たされた状態を人々の満足度の視点から多面的に把握すること

※取組内容のうち下線部は、本計画によって、重点的に取組むべき内容とを示します

基本理念・基本方針

目標・取組内容

グラフ 1 市内の交通事故の発生状況
（出典：区市町村各種交通事故発生状況（警視庁交通総務課））

町田市で自転車ネットワーク路線の検討をするにあたり、現状の調査を実施した結果、次のような課題があること

がわかりました。

多くの道路で自転車通行空間が未整備である

交通事故の自転車の占める割合が増加している

自転車の交通ルールが正しく認知されていない

2013年から自転車通行空間の整備を進めていますが、2023年

度末までの市道における整備延長は約5.0kmに留まっています。

交通事故の総件数はやや減少傾向で推移していますが、自転

車が関与する事故件数は増加傾向で推移していることから、自転

車関与事故件数の割合が増加しています。

自転車は車道通行が原則であることや、子ど

もを乗せた自転車の通行区分の理解など、交

通ルールを誤って理解している人が一定数いる

状況にあります。

Q.自転車は車道を通行するのが原則である

はい

982

80%

いいえ

202

16%

無回答

47

4%

[回答者数：1231人]

誤答：約1割

Q.自転車に子供を乗せている時は常に
歩道通行が認められる

はい

598

49%
いいえ

528

43%

無回答

105

8%

[回答者数：1231人]

誤答：約5割

グラフ 2 自転車利用に関するアンケート結果（抜粋）
（2022年8月・町田市）

 



町田市自転車ネットワーク計画（案）概要版

４．路線選定の考え方 ５．自転車通行空間の整備

2

自転車が安全安心に利用できる自転車通行空間を効果的・効率的に整備するために、自転車ネットワーク路線

の選定における観点として、「安全性の向上」、「快適性の向上」、「連続性の確保（利用の促進）」の3つを設定し

ました。

安全性の向上

自転車及び歩行者の安全
を確保する必要性が高い路
線を選定します。

快適性の向上

公共施設等へのアクセス性向上
や他の交通手段との接続が円
滑になる路線を選定します。

連続性の確保（利用の促進）
安全性や快適性が担保された通行空間の
連続性を確保することで、自転車利用の促
進が図れるような路線を選定します。

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」（平成28年7月 国土交通省道路局・警察庁交通局）

（以下、「ガイドライン」という。）を基に、前項に示す路線選定における観点を踏まえ、本市の自転車ネットワーク路

線の選定要件として、以下に示す１１ の項目を設定しました。

７．市が道路整備事業を予定している路線

８．町田市自転車活用推進計画の整備箇所

９．多摩都市モノレール構想路線

10．自転車通行空間が整備済の路線

11．自転車ネットワークの連続性を確保する路線

図 2 町田市における自転車ネットワーク路線の選定要件 図 3 整備形態の選定フロー(標準的な断面例)

自転車通行空間の整備は、「A.自転車道」（自転車と自動車の構造的な分離）、「B.自転車専用通行帯」

（自転車と自動車の視覚的な分離）、「C.車道混在」（自転車と自動車の混在通行）の3つの整備形態を標準

とします。

整備形態の選定においては、原則、ガイドラインに基づく自動車交通量及び速度（規制速度）といった交通状況

による選定の考え方に加え、市道の現況幅員や今後の市道整備の計画、道路空間の再配分の可否等を考慮し、

下図の選定フローに基づき選定します。

また、抜本的な道路構造の変更や他の計画等によって、自転車通行空間の整備までに長期間を要する場合は、

暫定的な安全対策の実施を検討します。

整備形態選定の基本的な考え方路線選定における観点

町田市における自転車ネットワーク路線の選定要件

A.自転車道 B.自転車専用通行帯 C.車道混在

縁石線等

歩道 車道自転車道

歩道 車道部

歩行者空間
2.0m

路上施設帯
0.5m

通行帯1.5m以上
(局部的縮小1.0m)

車道
3.0m

路肩 0.5m

路肩の設置を基本とするが、省略・縮小す
る場合は排水施設の設置に留意すること

歩道
車道

自転車
専用通行帯

自
転
車
専
用

歩道 車道

※関係機関協議等との協議において、上記で選定した整備形骸が整備困難となった場合は、
整備形態の変更や代替路線の検討を行います。

１．自転車事故の多い路線

２．小学校の通学路

３．公共施設や商業施設等までのアクセス路線

４．アンケート結果で自転車利用が多い路線

５．シェアサイクルの利用が多い路線

６．サイクリングロード（河川管理用通路は除く）

自転車ネットワーク路線の整備によって、安全性や快適性の向上が見込まれます。

より効果的な路線を抽出するため、次の項目の複数に該当する路線を選定します。

また、下記の事業に合わせて、連続性を確保し、効率的かつ効果的な自転車通行

空間を整備します。

町
田
市
に
お
け
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
｜
ク
路
線

事業化もしくは
整備時期が明確な
市道整備計画がある

自転車道の整備 自転車専用通行帯の整備

YES

自転車ネットワーク路線

A. 自転車道 B. 自転車専用通行帯 C. 車道混在

自転車道
（幅員2.0 m以上）の
現況幅員での整備が可能

自転車専用通行帯
（幅員1.5 m以上）の
現況幅員での整備が可能

道路空間の再配分等によって
自転車専用通行帯の

整備が可能

道路空間の再配分等によって
自転車道の整備が可能

事業化もしくは
整備時期が明確な
市道整備計画がある

NO

車道混在の整備

NO

NO

0

20

40

60

0 2000 4000

自
動
車
の
速
度

[k
m

 /
 h

]

自動車交通量［台／日］
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■周知啓発活動の例（防災安全部や交通管理者）

・小・中学校での自転車教室の実施

・各種イベントや商業施設において、交通ルールやマナーを周知

する啓発活動の実施

等 

■路面表示・注意看板の設置(案)

（道路部や交通管理者）

・自転車通行空間の利用を促す表示

・見通しの悪い危険箇所や急こう配地等への注意喚起

等

町田市自転車ネットワーク計画（案）概要版

６．計画の推進方法

3

本計画を推進していくために、国や東京都、交通管理者等と協力し、次のような取組についても進めていきます。優先整備区間の設定の考え方

自転車ネットワーク路線に選定した市道の未整備路線のうち、2024年度からの10年間で優先的に整備を進め

る区間を、「優先整備区間」として設定します。

優先整備区間は、安全性を早期に確保する必要のある区間と、早期に整備が可能な区間を設定します。

優先整備区間の選定要件

安全性を早期に確保する必要のある区間は、自転車利用者が多い鉄道駅周辺（駅から半径500m以内）の

「自転車事故が多い区間」や、「小学校の通学路に指定している区間」を選定します。

早期に整備が可能な区間は、「本計画期間内に道路整備を予定している区間」、「町田市自転車活用推進計

画で整備を予定している区間」を選定します。

また、上記に該当しない区間においても自転車通行空間の連続性を確保するために必要な区間については、優

先整備区間として選定します。

優先整備区間選定
のための要件

優先整備区間の選定方法

A
自転車事故の減少を
より目指す区間

• 自転車事故の多い区間のうち、鉄道駅から500ｍ以内の区間を選定

B
歩行者の安全性を
より高める区間

• 小学校通学路に指定している区間のうち、鉄道駅から500ｍ以内の区間を選定

C
本計画期間内に道路
整備を予定している区間

• 市で道路整備を予定している路線のうち、本計画期間内に実施する区間を選定

D
自転車活用推進計画で
整備を予定している区間

• 町田市自転車活用推進計画において、自転車通行空間の整備を予定している区
間を選定

E
自転車通行空間の
連続性を確保する区間

• 上記の要件AからDで選定した区間と、既に自転車通行空間又は自転車ナビマーク
を整備済みの区間の連続性を確保するために必要な区間を選定

表 2 優先整備区間の選定要件

◼ 本計画の計画期間は、2024～2033年度までの10年間とします。

◼ 整備は、設計・関係機関協議・工事を並行して進めることで、自転車通行空間を円滑に拡充します。

◼ 自転車以外のモビリティに関する法整備や普及状況、自転車の社会的な位置づけ等の変化を考慮し、中間

年である2028年度に計画の中間評価を実施し、計画の見直しについて確認します。

優先整備区間の設定

整備の進め方

交通ルールの周知啓発活動の実施

自転車の利用促進のための取組

図 4 計画の推進体制

◼ 多摩都市モノレールの町田方面延伸における新駅設置に伴う自転車通行空間の整備や駐輪場整備、シェア

サイクルポートの設置等（道路部や都市づくり部、事業者）

◼ 観光スポットや生活拠点施設等へのモビリティハブの設置検討（都市づくり部や事業者）

◼ 北部丘陵エリアなど豊かな自然を楽しみながら自転車を利用できる環境づくり（道路部）



町田市自転車ネットワーク計画（案）概要版

4

７．自転車ネットワーク路線

※自転車ナビマーク設置区間は、今後新たに整備を行う可能性があります。
  （自転車ナビマーク：自転車が通行すべき部分及び進行すべき方向を明示するマーク）
※このネットワーク路線（案）は、町田市が作成したものであり、今後整備にあたり、安全確保が難しい場合や、
詳細な管理者協議、社会情勢の変化などにより代替路線への変更が生じる場合があります。



07858
タイプライターテキスト
（案）
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第１章 計画の概要 

１-１．計画策定の背景と目的 

自転車は、買い物や通勤・通学などの日常生活における移動手段であるほか、観光振興や健康

増進、環境負荷低減等の役割も期待されており、利用者の増加が見込まれます。 

自転車は、道路交通法において「軽車両」に位置付けられており、車道通行が原則となっていま

すが、その一方で、自転車が車道上を安全安心に利用できる通行環境は、整備途上にある状況で

す。 

町田市自転車活用推進計画等の上位計画において、自転車の通行空間整備の推進を位置づけ

ており、誰もが安全安心に通行できる空間の整備を実施するため、連続した自転車通行空間整備

の方向性を示す「町田市自転車ネットワーク計画」（以下、「本計画」という。）を策定します。 

また、自転車通行空間の整備と合わせ、多様な関係者と協力しながら安全安心で快適な通行環

境づくりを目指します。 

 

 

 

自転車の車道左側通行は安全なの︖ 

車道左側を車と同じ方向に走る自転車は、車から見えやすく、出会いがしら事故のリ

スクが低くなります。歩道を通行している自転車は、車道通行と比べて車からの発見が

遅れます。 

自転車に乗る際は、原則、車道左側を通行しましょう。ただし、運転者が 13 歳未満の

子どもや 70 歳以上の高齢者、障がい者である時は歩道を通行することができます。 

 

 
出典︓自転車交通安全のための街頭指導指導マニュアル（金沢自転車ネットワーク協議会） 

トピックス 
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１-２．計画の位置づけ 

本計画は、町田市自転車活用推進計画の他、関連法令、国や東京都の定める計画に基づくとと

もに、本市の上位・関連計画における自転車利用に関する方向性や施策、市道の整備計画等と整

合・連携を図ります。 

 
図 1-1 計画の位置づけ  

町田市の関連計画 
町田市自転車活用推進計画 

町田市 

自転車ネットワーク計画 

第２次自転車活用推進計画 
東京都自転車活用推進計画 

東京都自転車通行空間 
整備推進計画 

「未来の東京」戦略 
version up2023 

国・東京都の計画 

実 行 計 画 

自転車活用推進法 

安全で快適な 
自転車利用環境創出 

ガイドライン 

法律等 

町田市の上位計画 

町田市都市づくりのマスタープラン 

第３次町田市環境マスタープラン 

町田市基本構想・基本計画 
まちだ未来づくりビジョン２０４０ 

第３次町田市交通安全行動計画 

関連計画 
東京都における都市計画道路の 

整備方針（第四次事業化計画） 
町田市街路樹更新計画 

町田市無電柱化推進計画 
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１-３．計画の期間 

本計画の期間は、2024 年度から 2033 年度までの 10 年間とします。本計画で選定された自

転車ネットワーク路線について、概ね 10 年間で整備をする区間を優先整備区間として位置づけ、

自転車通行空間の整備を計画的に実施していくとともに、自転車の交通ルールの周知啓発活動や

自転車の利用促進のための取組を行っていきます。 

なお、電動キックボード等の新たなモビリティに関する法整備や普及状況の変化、社会情勢の変

化等が想定されることを踏まえ、中間年である 2028 年度に計画の中間評価を実施し、中間評価

結果や社会情勢の変化等を踏まえ、計画期間内においても必要に応じて柔軟な計画の見直しを検

討します。 

 

 

 

道路交通法の改正における「特定小型原動機付自転車」の創設 
 

2022 年 4月に公布された改正道路交通法が、2023 年 7月 1 日から施行され、従来の原動

機付自転車の一類型である「特定小型原動機付自転車」（以下、「特定原付」という。）

が創設されました。 

この改正によって、従来は原動機付自転車に分類

されていた電動キックボード等が、一定の基準（車

両規格、保安基準、速度等）を満たすことで特定原

付へ位置づけられました。原動機付自転車では、自

転車道や自転車専用通行帯を通行できませんでした

が、特定原付では最高速度が 20km/h 以下に制限さ

れ、自転車道及び自転車専用通行帯の通行が可能と

なり、今後は自転車と通行空間を共有することが想

定されます。 

本計画においては、今後は自転車と新たなモビリ

ティが通行空間を共有していく可能性があることを

念頭に、今後の電動キックボード以外の新たなモビ

リティも含めた法整備や普及状況を考慮して、柔軟

に計画を見直していくこととします。 

トピックス 

写真 電動キックボード 
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第２章 上位・関連計画における自転車の位置づけ 

２-１．上位・関連計画における自転車の位置づけ及び関連施策等 

（１）上位計画 

上位計画として、自転車利用に関連する施策及び取組を位置づけている計画を以下に示しま

す。本計画の策定にあたっては、上位計画の施策及び取組を反映し、連携を図っていきます。 

 

 

 

 

■ 町田市都市づくりのマスタープラン 

【策定時期】2022 年 3 月策定 

【計画の目的】 

都市づくりの各分野の計画（都市計画マスタープラン、交通マスタープラン等）を統合して

おり、分野横断的に将来都市構造を設計し、共通した施策を定めた計画 

【自転車に関連する記載事項】 

・ハード・ソフト両面での自転車活用の推進 

・主要な多摩都市モノレール駅（想定）を中心とした地域交通拠点の整備 

・環境負荷の低い乗り物への転換の推進 

■ 町田市自転車活用推進計画 

【策定時期】2022 年 3 月策定 

【計画の目的】 

『日常的な移動を多様な担い手・手段で支え、移動しやすい持続可能な交通環境をつくる

こと』を将来的な目指す姿とし、その実現に向けて、ハード・ソフト両面で自転車活用を総合

的かつ計画的に推進するための方針・施策を定めた計画 

【自転車に関連する記載事項】 

・「安全安心に利用できる自転車通行空間の充実」や、 サイクリング環境の創出、シェアサイ

クルの拡充 

・自転車の活用による、環境負荷低減や、健康づくりの推進、観光やまちづくりの推進 

■ 第 3 次町田市交通安全行動計画 

【策定時期】2022 年 3 月策定 

【計画の目的】 

「事故を起こさない・事故に遭わない人づくり」「事故が起きない道路交通環境づくり」の２

つの基本方針を掲げ、それに応じた施策を定めた計画 

【自転車に関連する記載事項】 

・自転車利用者に対する情報発信の強化 

・自転車通行空間の整備 
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（２）関連計画 

関連計画である、町田市、東京都の道路に関する計画を以下に示します。関連計画による道

路の新設・改良等に合わせて自転車通行空間の整備を検討することで、早期のネットワーク構築

や路上工事の縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画） 

【策定時期】2016 年 3 月策定 

【本計画との関連性】 

東京都における都市計画道路の整備方針を示しており、その中で今後 10 年間で優先的

に整備すべき路線として「優先整備路線」を定めている。優先整備路線の整備に合わせて、

自転車通行空間の整備が可能であるか検討する。 

■ 町田市街路樹更新計画 

【策定時期】2023 年 3 月策定 

【本計画との関連性】 

市道の街路樹について、路線ごとに更新方法を定めている。計画に位置づけられている

樹種変更路線や樹木撤去路線等の更新に合わせて、自転車通行空間の整備が可能である

か検討する。 

■ 町田市無電柱化推進計画 

【策定時期】2020 年 3 月策定 

【本計画との関連性】 

市道における「無電柱化優先整備路線」を定めており、計画期間である 2025 年度までに

整備に着手することを目標としている。無電柱化優先整備路線の整備に合わせて、自転車

通行空間の整備が可能であるか検討する。 
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第３章 自転車を取り巻く現状と課題 

３-１．自転車を取り巻く現状 

（１）自転車利用が想定される施設 

自転車利用が想定される施設として公共施設、学校（高校・大学等）、スポーツ施設、商業施設、

駐輪場の位置を下図に示します。施設は、市内全域に分布しています。 

 

図 3-1 自転車利用が想定される施設の立地状況（2023 年 3 月時点︓町田市作成） 
 

※図 3-1 に掲載している施設 
公共施設 市役所、市民センター、文化施設、学習施設、レクリエー

ション施設、保健・衛生施設、地域子育て相談センター 
高校・大学等 都立・市立高校、高等専門学校、大学、専門学校 
スポーツ施設 体育館、野球場、プール、陸上競技場、テニスコート、運

動公園、グラウンド等 
商業施設 店舗面積 1 万ｍ2 以上の商業施設※ 
駐輪場 公営自転車駐車場 

※一般社団法人日本ショッピングセンター協会 HP 掲載施設 

 

  

公共施設

高校・大学等

スポーツ施設

商業施設

駐輪場

鶴川街道 
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（２）市内の自転車交通量 

市内の自転車利用の状況を把握するため、2022 年 7 月に市内 30 地点において、自転車交

通量を計測しました。 

調査の結果、町田駅や鶴川駅、多摩境駅の周辺、都道府中町田線（鎌倉街道）、古淵駅へつな

がる市道等において自転車が多く利用されています。 

 

図 3-2 自転車交通量調査結果（2022 年 7 月町田市調査） 
  

交通量調査（2022年7月町田市調査）

自転車交通量（台/12h）

0 - 150

151 - 300

301 - 500

501 - 1,000

1,000 以上

鶴川街道 
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（３）自転車事故の発生状況と発生箇所 

市内の交通事故総件数は、2015 年から 2022 年までの 8 年間でやや減少傾向がみられま

すが、自転車関与事故件数は、増加傾向で推移していることから、交通事故総件数に対する自

転車関与事故件数の割合は増加しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典︓区市町別各種交通事故発生状況（警視庁交通総務課）より編纂 
自転車が第 1 当事者、第 2 当事者を集計し、第 1、第 2 も自転車であるものは 1 件と集計 

図 3-3 市内の交通事故発生状況 
 

2019 年から 2021 年までの 3 年間における自転車事故の発生箇所は、都道で多く発生して

いますが、市道も含めて市内の全域で発生しています。 

 

出典：交通事故統計情報のオープンデータ（警察庁）より作成 

図 3-4 自転車事故の発生箇所  

自転車事故_2021年発生

自転車事故_2019年発生

自転車事故_2020年発生

鶴川街道 

自転車事故件数の占める 
割合の増加 



9 

 

（４）シェアサイクルの利用状況 

市内には 2023 年 3 月時点で 56 箇所のシェアサイクルポートが設置されています。シェアサ

イクルの利用状況として、利用の多い発着点の組合せ 20 組を下表に示します。 

町田駅周辺における同じポートを発着地とする利用や、町田駅周辺と大学や団地、公園間の

利用が多くなっています。 

 

表 3-1 利用の多い発着点の組合せ（20 組） 

 

出典︓OpenStreet 株式会社（2022 年 4 月から 2023 年 3 月までの利用実績） 

 

  

貸出ステーション名 返却ステーション名 貸出エリア 返却エリア
1 JR町田駅前 JR町田駅前 町田市 町田市
2 桜美林大学　ひなたやまキャンパス JR町田駅前 町田市 町田市
3 JR町田駅前 桜美林大学　ひなたやまキャンパス 町田市 町田市
4 みずほ銀行町田店前 桜美林大学　ひなたやまキャンパス 町田市 町田市
5 桜美林大学　ひなたやまキャンパス みずほ銀行町田店前 町田市 町田市
6 桜美林大学　町田キャンパス 淵野辺駅北口 町田市 相模原市
7 淵野辺駅北口 桜美林大学　町田キャンパス 相模原市 町田市

8
教育センター・境川団地中央バス停
（神奈中）付近

みずほ銀行町田店前 町田市 町田市

9 山崎団地入口バス停（神奈中）付近 JR町田駅前 町田市 町田市
10 みずほ銀行町田店前 みずほ銀行町田店前 町田市 町田市
11 JR町田駅前 山崎団地入口バス停（神奈中）付近 町田市 町田市
12 成瀬駅南口バイク駐車場 成瀬駅南口バイク駐車場 町田市 町田市

13 JR町田駅前
教育センター・境川団地中央バス停
（神奈中）付近

町田市 町田市

14 みずほ銀行町田店前 山崎団地入口バス停（神奈中）付近 町田市 町田市
15 山崎団地入口バス停（神奈中）付近 みずほ銀行町田店前 町田市 町田市
16 桜美林大学　ひなたやまキャンパス 桜美林大学　町田キャンパス 町田市 町田市
17 町田中央公園 みずほ銀行町田店前 町田市 町田市
18 町田中央公園 JR町田駅前 町田市 町田市
19 みずほ銀行町田店前 町田中央公園 町田市 町田市
20 JR町田駅前 町田中央公園 町田市 町田市
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（５）市内のサイクリングコース 

「町田市シティマップナビタ」で紹介しているサイクリングコースのルートを下図に示します。 

サイクリングコースは 8 コースあり、市内の観光地を巡れるルートが設定されています。 

 

図 3-5 「町田市シティマップナビタ」掲載のサイクリングコース 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 「町田市シティマップナビタ」  

サイクリングコース

鶴川街道 
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（６）現在の自転車通行空間の整備状況 

2023 年度末で整備が完了している市道の自転車通行空間の位置を下図に示します。 

現在、自転車専用通行帯約 3.9km、車道混在約 0.9km、自転車歩行者道（視覚的分離）約

0.2km の合計約 5.0km の整備が完了しています。 

 

図 3-7 市道の自転車通行空間の整備状況 
 

（７）近隣市における自転車ネットワーク路線の指定状況 

多摩市、八王子市、相模原市、川崎市、横浜市において、下表に示す計画の通り、自転車ネット

ワーク路線が示されています。 

そのうち、多摩市、相模原市、川崎市の計画において、本市と接続する路線が自転車ネットワ

ーク路線として選定されています。 

表 3-2 近隣市における自転車ネットワーク路線の指定状況 

自治体 計画名 策定時期 

多摩市 多摩市交通マスタープラン 2018 年 3 月改訂 

八王子市 八王子市自転車利用環境整備計画 2016 年 10 月策定 

相模原市 相模原市自転車活用推進計画 2020 年 3 月策定 

川崎市 川崎市自転車ネットワーク計画 2019 年 3 月策定 

横浜市 横浜市自転車活用推進計画【2019 年度〜2028 年度】 2019 年 3 月策定 

︓町田市と接続する自転車ネットワーク路線が計画されているもの 

鶴川街道
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３-２．自転車利用に関するアンケート調査結果 

（１）自転車利用に関する市民アンケート調査の概要 

市民の自転車の利用状況・実態、通行環境における満足度を把握し、現在の自転車利用環境

に関する課題を抽出するため、アンケート調査を実施しました。 

 

■アンケート調査の概要                                               
・調査期間︓2022 年 8 月 15 日〜8 月 31 日 

・調査対象︓市内在住の 16 歳以上（2022 年 7 月 15 日時点）を無作為抽出 

・調査方法︓郵送配布・回収 

・配布数  ︓3,000 票 

・回収率  ︓1,231 票（回収率 41.0％） 

 

 
 

（２）アンケート調査結果の概要 

１）自転車利用の満足度について 

Q.本市の自転車で通行する際の走りやすさの満足度を教えてください 

 

 

 

 

  

運転免許証の保有状況 

職業 年代 

不満に思う点 満足度 

214

205

107

13

47

4
[回答数︓590（複数回答あり）]

自転車の通行環境が整っていない

通行時の安全性

シェアサイクルの不足

駐輪場が少ない

その他

特になし

「満足」「やや満足」が 37％に対して「不満」「やや不満」が 60％と、通行環境について不満を持つ方
が多いことがわかりました。 

不満に思う点として、「通行環境の未整備」「通行時の安全性」が多いことがわかりました。 
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２）自転車利用状況について 

Q.あなたは自転車を利用していますか 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

Q.自転車を利用する理由は何ですか 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）自転車を利用しない理由 

Q.自転車を利用しない理由は何ですか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

399
213
210
183
167
153

53
24

[回答数︓1402（複数回答あり）]

通勤・通学
買い物

送迎

趣味・レジャー

通院

手続き（役所、銀行等）
健康づくり・運動

その他

自転車を利用している目的 自転車の利用 

311
253
206
168
139
100
86
81
39

[回答数︓1383（複数回答あり）]

車やバスよりも使いやすい、手軽

他の交通手段がない

早く目的地につく

車の渋滞や満員電車などのストレスが少ない

その他

健康に良い
経済性

楽しいから
環境に良い

利用していない理由が改善された場合の利用意向と 
利用するきっかけになると思うこと 

自転車を利用していない理由 

143

113

102

76

53

32
[回答数︓519（複数回答あり）]

自転車が安全に通行できる場所があれば

駐輪場が増えれば

シェアサイクルが近くにあれば

自転車を購入したら

健康のために

その他

「使いやすい」や「早く目的地に着く」「経
済性」など利便性に優れているという回答
が多かったほか、「健康によい」や「楽しい」
といった自転車の利用を積極的に楽しんで
いるという回答も見られました。 

他の交通手段の利用で満足できていることや自転車を持っていないという回答が多く、過半数を超え
ています。一方、起伏が激しいという町田市の特性から自転車利用をされない方も多い状況です。 

「自転車を利用しよう」と思うきっかけの有無について聞いたところ、「健康増進のために利用したい」な
ど、利用に積極的な意見があることから安全な通行空間を整備することが利用者増につながることがわか
りました。 

420
333

252
151
132
74
61
113

[回答数︓1536（複数回答あり）]

自転車に乗れないから

自転車を持っていないから
他の交通手段で問題ないから

安全な通行環境が整っていないから

駐輪場が少ないから

起伏の多い地形だから

天候に左右されやすいから

その他

自転車を利用していると回答した割合は、40％でした。 
年代別では、10 歳代から 40 歳代までが市全体の平均値を超えていますが、年齢が高くなるにつれ利

用する割合が減る傾向にあります。 
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４）自転車を利用するルートについて 

Q.あなたが自転車を利用して目的地へ行く際のルートを教えてください 

 

 

 
図 3-8 目的地へ行く際のルート（アンケート回答結果） 

 

５）自転車の交通ルールについて 

 

 

 

 

  

利用者数に差はあるものの、市内全域で自転車が利用されています。特に、町田駅、古淵駅、鶴川
駅、多摩境駅などの駅周辺と、JR と並行する都道八王子町田線や都道辻原町田線（町田街道）の
南北方向の路線の利用者が多いことが分かりました。 

自転車の交通ルールについて、自転車は車道通行が原則であることや、歩道を通行する際は歩行者
優先であることについては多くの人が理解されているものの、一定数の誤答があることや、自転車に子ども
を乗せている時の通行位置については、他に比べて認識が低いことが分かりました。 

Q.自転車は車道を通行
するのが原則である 

Q.歩道を通行する際は、歩行者が 
優先で自転車は歩道の車道寄り
を通行しなければならない 

Q.自転車に子どもを乗せて
いる時は常に歩道通行 
が認められる 

はい

598

49%
いいえ

528

43%

無回答

105

8%

[回答者数：1231人]

誤答︓約5割

都道八王子町田線（町田街道）

都道辻原町田線（町田街道） 

鶴川街道

20人以上

15人以上20人未満

10人以上15人未満

5人以上10人未満

1人以上5人未満

目的地へ行く際のルートについて（回答者数）
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３-３．自転車利用環境に関する課題 

市内の自転車を取り巻く現状や、自転車利用に関するアンケート調査結果を基に、本市の自転

車利用環境に関する課題を整理しました。 

 

2013 年度から自転車通行空間の整備を進めていますが、2023 年度末までの整備延長は、

約 5.0km に留まっており、断片的な整備となっています。 

また、自転車利用に関するアンケート調査の結果において、「本市の自転車で通行する際の走

りやすさに対する満足度」は約 60%が「やや不満・不満」と回答しており、不満の理由としては

「自転車の通行環境が整っていない」「通行時の安全性」の２つが多くなっています。 

以上から、自転車が安全に通行できる連続した自転車通行空間の未整備が課題となっていま

す。 

 

図 3-9 市道の自転車通行空間の整備状況（再掲載） 
  

 

 

 

 

  

課題１︓多くの道路で自転車通行空間が未整備である 

●自転車の利用に関するアンケート調査の結果（再掲載） 
Q.本市の自転車で通行する際の走りやすさに対する満足度を教えてください

満足

35

7%

やや満足

147

30%
やや不満

201

41%

不満

93

19%

無回答

16

3%

[回答者数：492人]

214

205

13

107

47

4

0 200 400

自転車の通行環境が整っていない

通行時の安全性

シェアサイクルの不足

駐輪場が少ない

その他

特になし

[回答数：590（複数回答あり）]

不満に思う点 満足度 

鶴川街道
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市内の交通事故総件数はやや減少傾向にあるものの、自転車事故件数は増加傾向で推移し

ていることから、交通事故総件数に占める自転車関与事故件数の割合は増加しています。また、

自転車事故は市内全域で発生しており、自転車事故の削減につながる自転車利用環境が整って

いないことが課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓区市町別各種交通事故発生状況（警視庁交通総務課）より編纂 
自転車が第 1 当事者、第 2 当事者を集計し、第 1、第 2 も自転車であるものは 1 件と集計 

 

出典︓交通事故統計情報のオープンデータ（警察庁）より作成 

図 3-10 市内の交通事故発生状況及び自転車事故の発生箇所（再掲載） 

課題２︓交通事故の自転車の占める割合が増加している 

自転車事故_2021年発生

自転車事故_2019年発生

自転車事故_2020年発生

鶴川街道

自転車事故件数の占める 
割合の増加 
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自転車利用に関するアンケート調査の結果、交通ルールを誤って理解している人が一定数おり、

特に「自転車に子どもを乗せている時は常に歩道通行が認められる」の設問では約半数の方が

誤った理解をしています。 

自転車の交通ルールにおいては、道路状況等の様々な条件でルールが異なることや、ルールを

知る機会が少ないことなどから、自転車の正しい交通ルールを理解することが難しくなっていま

す。また、2023 年 4 月からは自転車乗車時のヘルメット着用の努力義務化や「特定小型原動機

付自転車」の創設等の法改正もあり、今後も自転車の交通ルールに関しては変化していくことが

想定されます。 

以上のことから、自転車に関する正しい交通ルールが認知されていないことが課題となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題３︓自転車の交通ルールが正しく認知されていない 

子どもを乗せた自転車でも車道走行が原則 
 

道路交通法 第十三節 自転車の交通方法 第六十三条の四において「普通自転車の歩道通行」

が認められるのは、以下の通りと定められています。 

・道路標識等により普通自転車が当該歩道を通行することができることとされているとき。 

・当該普通自転車の運転者が、児童、幼児その他の普通自転車により車道を通行することが

危険であると認められるものとしての政令で定める者であるとき。 

上記の場合においては、歩道を通行しても違反ではありませんが、

「常に歩道通行が認められる」わけではありません。 

●自転車の利用に関するアンケート調査の結果（再掲載） 

Q.自転車は車道を通行
するのが原則である 

Q.歩道を通行する際は、歩行者が 
優先で自転車は歩道の車道寄り
を通行しなければならない 

Q.自転車に子どもを乗せて 
いる時は常に歩道通行 
が認められる 

はい

598

49%
いいえ

528

43%

無回答

105

8%

[回答者数：1231人]

誤答︓約5割

トピックス 
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第４章 基本理念・基本方針と目標・取組内容 

４-１．基本理念と基本方針 

前章までに整理した、本市における自転車利用環境に関する課題及び上位計画における方向性

から、本計画の基本理念を“安全安心に利用できる自転車通行空間の充実”と位置づけ、３つの基

本方針を定め、誰もが市内を安全安心で、快適に移動できる自転車通行空間の整備を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車通行空間を整備することで、自転車の正しい走行位置での走行を促し、自転車や

歩行者の安全安心な通行を実現します。 

 

鉄道やバス、今後の延伸が予定されている多摩都市モノレール等の多様な移動手段と連

携できるように自転車利用環境を整備し、環境負荷の低い乗り物への転換や地域の中の快

適な移動を実現します。 

 

本市が有する自然や観光スポットなど、魅力ある場所へのアクセス性を向上させる自転

車利用環境を創出することで、健康づくりの促進や、観光・まちづくりの推進を実現します。 

  

基本方針１ 安全安心で正しく走れる自転車通行空間の整備 

基本方針２ 多様な移動手段との連携 

基本方針３ 地域資源を活かす快適な自転車利用環境の創出 

《課題解決のために求められるもの》 

自転車が安全に通行できる空間の整備 
・自転車が安全に通行できる自転車通行空間の整

備が求められています。 

交通事故の削減 

・交通事故総件数は減少していますが、自転車が関

与する事故件数は横ばいで推移していることか

ら、自転車事故の削減が求められています。 

正しい交通ルールを知る機会 

・自転車の交通ルールが誤って認識されており、正

しい交通ルールの周知啓発が必要です。 

《上位計画における方針》 

町田市都市づくりのマスタープラン       

・ハード・ソフト両面での自転車活用の推進 
・環境負荷の低い乗り物への転換の推進 

町田市自転車活用推進計画             

・「安全安心に利用できる自転車通行空間の充
実」や、 サイクリング環境の創出、シェアサイク
ルの拡充 

・自転車の活用による、環境負荷低減や、健康づ
くりの推進、観光やまちづくりの資源との連携等 

第３次町田市交通安全行動計画          

・事故が起きない道路交通環境づくり 

【基本理念】 

安全安心に利用できる自転車通行空間の充実 
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４-２．目標・取組内容 

前項で定めた基本理念及び基本方針を実現するため、以下の 4 つの目標を設定するとともに、

目標の達成に向けた主な取組内容を以下に示します。 

取組内容としては、自転車通行空間の整備と併せて、路面表示や注意看板、駐輪施設の設置等、

多様な関係者と協力しながら各種取組を進め、本市の自転車利用環境に関する課題解決を目指し

ます。 

 

目標❶ 自転車事故件数の削減 

主な 

取組内容 

●安全安心で快適に通行できる通行空間の整備 

●危険箇所や急こう配地でのスピード抑制などの注意喚起 

 

目標❷ 自転車の交通ルール周知 

主な 

取組内容 

●交通ルールの周知啓発に向けた路面表示、注意看板などの設置 

●交通安全教室の実施など交通ルールの周知に向けた啓発活動の実施 

 

目標❸ 多様な交通手段との連携 

主な 

取組内容 

●交通結節点である鉄道駅と学校、生活拠点等をつなぐ通行空間の整備 

●多摩都市モノレール町田方面延伸の計画を見据えた、駐輪場やシェアサイクル

ポートの設置、検討 
 

目標❹ Ｗell-being*を実感できる快適な通行空間の形成 

主な 

取組内容 

●健康づくりや観光利用など、魅力ある場所へのアクセス性向上や自然を楽しめ

る通行空間の整備 

●観光スポットや利便施設等への駐輪場やシェアサイクルポートの設置 
※取組内容の下線部は、本計画によって重点的に取り組む内容を示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*Ｗell-being…身体的・精神的・社会的に満たされた状態を人々の満足度の視点から多面的に把握すること 
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第５章 自転車ネットワーク路線 

自転車が安全安心に利用できる自転車通行空間を効果的・効率的に整備することを目的に、連

続した自転車通行空間のネットワークを構成する路線を「自転車ネットワーク路線」として選定しま

す。 

 

５-１．路線選定の考え方 

（１）路線選定における観点 

自転車ネットワーク路線の選定における観点として、「安全性の向上」、「快適性の向上」、「連続

性の確保（利用の促進）」の 3 つを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全性の向上 

自転車及び歩行者の 

安全を確保する必要性 

が高い路線を選定します。 

快適性の向上 

公共施設等へのアクセス性 

向上や他の交通手段との 

接続が円滑になる路線を 

選定します。 

連続性の確保（利用の促進） 

安全性や快適性が担保された通

行空間の連続性を確保すること

で、自転車利用の促進が図れる

ような路線を選定します。 

路線選定における観点 
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（２）町田市における自転車ネットワーク路線の選定要件 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7 月 国土交通省道路局・警察

庁交通局）」（以下、「ガイドライン」という。）を基に、前項に示す路線選定における観点を踏まえ、

本市における自転車ネットワーク路線の選定要件として、下図に示す 11 の項目を設定しました。 

１．から６．までの項目は、安全性や快適性の向上が見込まれ、より効果的な路線を抽出するた

め、複数の項目に該当する路線を選定します。７．から 11．までの項目は、連続性を確保する観

点から、いずれかに該当する路線を選定します。 

なお、11．においては、１．から 10．までの項目に該当した区間の連続性を確保することに加え、

自転車利用における主な起終点となる駅周辺の駐輪場（市営）までの区間を接続するものとしま

す。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 町田市における自転車ネットワーク路線の選定要件 
  

自転車ネットワーク路線の整備によって、安全性や快適性の向上が見込まれます。 

より効果的な路線を抽出するため、次の項目の複数に該当する路線を選定します。 

１．自転車事故の多い路線 
２．小学校の通学路 
３．公共施設や商業施設等までのアクセス路線 
４．アンケート結果で自転車利用が多い路線 
５．シェアサイクルの利用が多い路線 
６．サイクリングロード（河川管理用通路は除く） 

また、下記の事業に合わせて連続性を確保し、効率的かつ効果的な自転車通行
空間を整備します。 

７．市が道路整備事業を予定している路線 
８．町田市自転車活用推進計画の整備箇所 
９．多摩都市モノレール構想路線 
10．自転車通行空間が整備済の路線 
11．自転車ネットワークの連続性を確保する路線 
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５-２．自転車ネットワーク路線の選定結果 

前項の要件に基づき選定した自転車ネットワーク路線を次頁の図に示します。自転車ネットワー

ク路線のうち、市道は約 49.9km を選定していますが、そのうち約 44.0km が自転車通行空間の

未整備区間となっており、本計画に基づいて計画的な整備を行っていきます。 

また、自転車利用の多くは、自宅から鉄道駅や商業施設等が目的地であり、自転車ネットワーク

路線へアクセスするまでの道路においても自転車が安全安心に利用できる通行空間が必要です。

このような道路については、自転車ネットワーク路線には選定しませんが、利用状況や交通事故発

生状況などを考慮しながら、必要に応じて自転車通行空間を整備することを検討します。 

なお、国道・都道のうち、各道路管理者の自転車ネットワークに位置づけられていない路線につ

いては、今後、交通量や社会情勢等の変化により道路空間の使われ方が見直される時期を契機に、

自転車ネットワーク路線の位置づけについて検討していきます。 

 

表 5-1 自転車ネットワーク路線の延長内訳 

区間種別 延  長 
（km） 

市道 

未整備 44.0 

整
備
済 

自転車専用通行帯 3.9 

車道混在 0.9 

自転車歩行者道（視覚的分離） 0.2 

自転車ナビマーク 0.9 

小計 49.9 

国・都道  62.0 

合計 111.9 
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第６章 自転車利用環境構築のための取組 

６-１．自転車通行空間の整備 

（１）整備形態選定の基本的な考え方 

自転車は車道を通行することが原則となっており、国土交通省国土技術政策総合研究所が実

施した既往の調査*で、自転車は車道通行の方が事故に遭遇するリスクを下げる効果が示されて

います。 

町田市自転車ネットワーク計画では、安全安心な通行できる環境整備を目指すことから、自転

車通行空間の整備は、「Ａ.自転車道」（自転車と自動車の構造的な分離）、「Ｂ.自転車専用通行

帯」（自転車と自動車の視覚的な分離）、「Ｃ.車道混在」（自転車と自動車の混在通行）の３つの整

備形態を標準とします。 

整備形態の選定においては、原則、ガイドラインに基づく自動車交通量及び速度（規制速度）と

いった交通状況による選定の考え方に基づきます。さらに、市道の現況幅員や今後の市道整備

計画、道路空間の再配分の可否等を考慮し、次頁の選定フローに基づき選定します。 

ただし、自転車通行空間の整備に向けた道路管理者や警察、公安委員会等の交通管理者（以

下、「交通管理者」という。）等との協議において、本計画で選定した自転車ネットワーク路線の自

転車通行空間を整備することが困難となった場合は、整備形態の変更や代替路線の選定を検討

し、ネットワークの連続性を確保します。また、下表に示す以外の整備形態として、整備区間の状

況（歩道幅員や交通状況等）や前後の区間の状況、道路整備に関する計画等も考慮し、自転車

歩行者道（歩行者と自転車の視覚的分離）による整備も検討します。 

また、抜本的な道路構造の変更や他の計画等によって、自転車通行空間の整備までに長期間

を要する場合は、暫定的な安全対策の実施を検討します。 

整備形態 Ａ.自転車道 Ｂ.自転車専用通行帯 Ｃ.車道混在 

断面図 

 
  

平面図 

   
出典︓「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」（国交省道路局・警察庁交通局 H28.7）を基に作成 

図 6-1 自転車通行空間の整備形態イメージ  

*参照：「自転車事故発生状況の分析」 土木技術資料 51-4（2009） 
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別表-1 市道等の道路整備に関する計画     別表-2 道路空間の再配分における検討項目（案） 

 

 
図 6-2 整備形態の選定フロー 

 

  

※1. 地形の状況その他の特別な理由によりやむを得ない場合においては、1.5 mまで縮小することができる。
ただし、縮小する場合は、道路附属物等設置箇所など局所的なものに留めることが望ましい。

※2. 道路の状況等によりやむを得ない場合（交差点の右折車線設置箇所等、区間の一部において空間的制約から1.5 mを確保することが
困難な場合）は整備区間の一部で1.0 m以上まで縮小することができる。
なお、縮小する場合であっても局所的なものに留める、側溝の部分を除く舗装部分の幅員を1.0 m程度確保することが望ましい。

事業化もしくは
整備時期が明確な

市道整備計画がある（別表-1）

自転車道の整備 自転車専用通行帯の整備

YES

自転車ネットワーク路線

A. 自転車道 B. 自転車専用通行帯 C. 車道混在

自転車道
（幅員2.0 m以上※1）の
現況幅員での整備が可能

自転車専用通行帯
（幅員1.5 m以上※2）の
現況幅員での整備が可能

道路空間の再配分等によって
自転車専用通行帯の
整備が可能（別表-2）

道路空間の再配分等によって
自転車道の整備が可能

（別表-2）

事業化もしくは
整備時期が明確な

市道整備計画がある（別表-1）

NO

車道混在の整備

NO

NO

0

20

40

60

0 2000 4000

自
動

車
の

速
度

[k
m

 /
 h

]

自動車交通量［台／日］

交通状況（目安）の区分別整備形態

YES

YES

NO

NO

YES

A. 自転車道

B. 自転車専用通行帯

C. 車道混在

NO

YES YES

代替路線の検討

分類 各種計画

都市計画道路
の新設・拡幅

「町田市5ヵ年計画22-26」
「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化

計画）」

無電柱化の推進

「町田市5ヵ年計画22-26」
「町田市国土強靭化地域計画」
「第3次町田市交通安全行動計画」
「町田市無電柱化推進計画」

街路樹の
樹種変更・撤去等

「町田市街路樹更新計画」

自転車通行空間
の整備

「町田市5ヵ年計画22-26」
「第3次町田市交通安全行動計画」
「町田市自転車活用推進計画」

検討項目 備考

①自転車通行帯の
縮小値1.0 mの採用

道路構造令における縮小値規定が確保できる場合

②路肩縮小 道路構造令における縮小値規定が確保できる場合

③植樹帯縮小・撤去 「町田市街路樹更新計画」の位置付けがある路線

④歩道幅員縮小 最小歩道幅員が確保できる場合

⑤ゼブラ縮小・撤去

⑥中央帯縮小

⑦停車帯撤去 荷捌き等の実態が見られない場合

⑧車線幅員縮小 道路構造令における縮小値規定が確保できる場合

⑨車線数減少 4車線以上の道路で交通容量的に問題ない場合
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（２）優先整備区間の設定 

１）優先整備区間の設定の考え方 

自転車ネットワーク路線に選定した市道の未整備区間のうち、2024 年度からの 10 年間で

優先的に整備を進める区間を、「優先整備区間」として設定します。 

優先整備区間は、第 4 章で設定した基本理念「安全安心に利用できる自転車通行空間の充

実」の実現のため、安全性を早期に確保する必要のある区間と、自転車通行空間の整備が早

期に可能な区間を設定します。 

 

２）優先整備区間の選定要件 

優先整備区間の設定は、以下の選定要件に基づきます。 

安全性を早期に確保する必要のある区間は、自転車利用者が多い鉄道駅周辺（駅から半径

500m 以内）のうち「自転車事故が多い区間」、「小学校の通学路に指定している区間」を選定

します。自転車通行空間の整備が早期に可能な区間は、「本計画期間内に道路整備を予定し

ている区間」、「町田市自転車活用推進計画で整備を予定している区間」を選定します。 

また、上記に該当しない区間においても自転車通行空間の連続性を確保するために必要な

区間については、優先整備区間として選定します。 

 

表 6-1 優先整備区間の選定要件 

優先整備区間選定 
のための要件 優先整備区間の選定方法 選定の 

観点 

A 自転車事故の減少を 
より目指す区間 

・自転車事故の多い区間のうち、鉄道駅から 500ｍ以内
の区間を選定 

安全性の 
早期確保 

B 歩行者の安全性を 
より高める区間 

・小学校通学路に指定している区間のうち、鉄道駅から
500ｍ以内の区間を選定 

安全性の 
早期確保 

C 本計画期間内に道路 
整備を予定している区間 

・市で道路整備を予定している路線のうち、本計画期間内
に実施する区間を選定 

通行空間の 
早期整備 

D 自転車活用推進計画で 
整備を予定している区間 

・町田市自転車活用推進計画において、自転車通行空間
の整備を予定している区間を選定 

通行空間の 
早期整備 

E 自転車通行空間の 
連続性を確保する区間 

・上記の要件 A から D で選定した区間と、既に自転車通
行空間又は自転車ナビマークを整備済みの区間の連続
性を確保するために必要な区間を選定 

連続性の 
確保 
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３）優先整備区間の設定結果 

要件ＡからＥに基づき選定した結果、自転車ネットワーク路線の市道の通行空間未整備区間

のうち、約 11.0km を優先整備区間として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優
先

整
備

区
間

 
約

11
.0

km
 

図
6-

3 
優

先
整

備
区

間
の

設
定

結
果

 

※
自

転
車

ナ
ビ

マ
ー

ク
設

置
区

間
は

、
今

後
新

た
に

整
備

を
行

う
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

 
 
 
（
自

転
車

ナ
ビ

マ
ー

ク
：
自

転
車

が
通

行
す

べ
き

部
分

及
び

進
行

す
べ

き
方

向
を

明
示

す
る

マ
ー

ク
）
 

※
こ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
路

線
（
案

）
は

、
町

田
市

が
作

成
し

た
も

の
で

あ
り

、
今

後
整

備
に

あ
た

り
、

安
全

確
保

が
難

し
い

場
合

や
、

詳
細

な
管

理
者

協
議

、
社

会
情

勢
の

変
化

な
ど

に
よ

り
代

替
路

線
へ

の
変

更
が

生
じ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
 



28 

 

（３）整備の進め方 

自転車ネットワーク路線における通行空間整備は、前項で設定した優先整備区間の約 11.0 ㎞

について、本計画期間である 2024 年度から 2033 年度までの 10 年間で、毎年計画的に実施

していきます。 

整備においては、設計・関係機関協議・工事を並行して進めることで、市内の自転車通行空間

を円滑に拡充していきます。 

また、道路補修工事や占用企業者の工事と調整して、路上工事の縮減を図り、効率的に進め

ていきます。 

 

図 6-4 整備の進め方のイメージ 
  

工事 

2024 年度 2033 年度 

A 区間 

A 区間 

A 区間 

B 区間 

B 区間 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

設計 

関係機関 
協議 

B 区間 

優先整備区間（約 11.0km）の着手・整備 次期計画 

本計画の計画期間 
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６-２．交通ルールの周知啓発活動 

（１）交通ルールの周知啓発活動の実施 

自転車利用に関するアンケート調査の結果から、交通ルールを誤って理解している人が一定

数いることに加え、自転車事故の件数が減少していない現状があります。 

また、自転車については、交通ルールを学ぶ機会が少なく、誤った認識のまま利用している方

への正しい交通ルールの周知や、法改正による交通ルールの変化についても周知が必要です。 

これらを踏まえ、交通ルールの周知啓発に向けた活動を交通管理者や学校関係者等の関係者

とも連携しながら行っていきます。 

 

 

 

  

■周知啓発活動の例 

・小・中学校での自転車教室の実施 

・各種イベントや商業施設において、交通ルールやマナーを周知する啓発活動の実施  等 

自転車教室の実施 
 

 

事例 

▲小学校自転車教室 
（東京都町田市） 

▲イベントにおける啓発活動 
（オリジナル反射材づくり） 

（東京都町田市） 

事例 交通ルール啓発活動 

▲中学校自転車教室 
（東京都町田市） 

▲広報まちだの交通安全特集号 
（東京都町田市） 
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（２）交通ルールの周知啓発に向けた路面表示、注意看板の整備 

交通ルールの周知については、パンフレットや自転車交通安全教室等に加え、路面表示や注

意看板を設置することで、自転車乗車中や日常的に目に触れる形で示し、正しい交通ルールで

自転車が利用できるようにしていきます。 

整備に当たっては、交通管理者と連携して実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路面表示・注意看板 
 

      

 

■路面表示・注意看板の設置（案） 

・自転車通行空間の利用を促す表示 

・見通しの悪い箇所などの危険箇所や、急こう配地等への注意喚起   等 

事例 

▲自転車の自転車専用通行帯の通行を促す看板
（東京都八王子市） 

▲自転車への注意看板
（東京都町田市） 
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６-３．自転車の利用促進のための取組 

今後、多摩都市モノレールの町田方面延伸が予定されており、新駅においては新たな交通結節

点となることから、自転車の利用需要の増加が予想されます。また、市内には２０２３年３月時点で５

６箇所のシェアサイクルポートが設置されており、日常生活の中での利用がされています。多摩都

市モノレール延伸に合わせた駅周辺の駐輪場整備やシェアサイクルポートの設置等、事業者とも連

携して自転車利用環境整備を行っていきます。 

さらに、観光スポットや生活拠点施設等へ、休憩などができるモビリティハブの設置検討や、町田

市の観光ガイドマップ等にサイクリングコースの掲載を行うことで、自転車の更なる利用促進を図っ

ていきます。 

また、本市の北部丘陵エリアにおいては豊かな自然があり、自然を楽しみながら自転車を利用で

きる環境づくりを行うことで自転車の利用促進を推進します。 

 

 

 

観光ガイドマップ等へのシェアサイクルの掲載 
 

  

 

事例 

▲観光ガイドマップにシェアサイクルのポート位置を示した事例
（埼玉県川越市） 
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第７章 計画の推進方法 

７-１．計画の推進方法 

自転車通行空間の着実な整備及び第４章で設定した目標の達成に向け、各目標に対する評価

指標を設定し、PDCA サイクルによるマネジメントによって、取組状況及び効果の評価・計画内容

の見直しを行います。 

なお、本計画の計画期間の中間年にあたる 2028 年度においては、評価指標による中間評価を

行うとともに、自転車通行空間整備の進捗状況、自転車以外のモビリティに関する法整備や普及状

況、自転車の社会的な位置づけ等の変化を考慮し、計画の見直しの必要性について確認します。 

 

 

図 7-1 PDCA サイクルのイメージ 
 

７-２．計画の推進体制 

本計画を推進していくためには、各道路管理者と協力した自転車通行空間の整備や交通管理者

と連携した交通ルールの周知啓発活動等、多様な関係者と協力しながら各種取組を進め、課題解

決を目指します。 

 

図 7-2 計画の推進体制図 

PLAN
自転車ネットワーク計画の策定

（路線の選定、整備形態の検討 等）

DO
自転車通行空間の整備
交通ルールの周知啓発活動
自転車の利用促進のための取組

ACTION
計画及び取組の見直し

CHECK
評価指標による達成状況の評価
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７-３．評価方法 

取組の実施状況及び効果の評価については、目標ごとに設定した指標によって行います。自転

車通行空間の整備率及び自転車事故件数については毎年モニタリングを行います。また、自転車

の交通ルールの遵守率については、通行空間整備に合わせ、事前・事後の計測を行います。自転

車利用者の満足度については、整備や取組の実施から効果発現までに時間がかかるため、中間年

でのモニタリングを行います。中間評価の結果や社会情勢の変化を踏まえ、必要に応じて計画の

見直しを検討します。 

表 7-1 評価指標 

目標 評価指標 現状値 目標値 
（2033 年度） 計測方法 

共通 市道における 
自転車通行空間の整備率 

10.0％（5.0km） 
（2023 年度末時点） 

32.1％ 
（＋11.0km） 

毎年の整備状況の
把握 

❶自転車事故 
件数の削減 

市内の自転車関与事故
の件数 

370 件 
（2022 年） 

260 件 
（約 3 割減） 

警視庁事故統計に
より集計 

❷自転車の 
交通ルール周知 

自転車の交通ルールの遵
守率 

車道順走率※ 
28.6％ 

車道順走率※ 
40.0％ 

自転車通行空間
整備の前後で「車
道通行状況」「車
道順走状況」を計
測 

❸多様な交通手段
との連携 

自転車利用者の 
満足度 

「満足」「やや満足」 
と回答 

37％ 
（2022 年時点） 

50％ アンケートにより把握 ❹ Well-being を
実感できる通行
空間の形成 

※車道を順走している自転車通行量／総自転車通行量（％） 

※現状値は、自転車通行空間整備前の「町田 623 号線」「忠生 1300 号線」において計測 

表 7-2 評価スケジュール 
評価スケジュール 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 

優先整備路線に
対する自転車通行
空間の整備率 

 

         

市内の自転車事
故の件数 

    
 

     

自転車の交通ルー
ルの遵守率 

     
 

    

自転車の交通ルー
ルの理解度自転車
利用者の満足度 

    
 

    
 

 

中間 

中間 

中間 

中間 

期末 

期末 

期末 

期末 

毎年進捗状況をモニタリング 

毎年進捗状況をモニタリング 

自転車通行空間整備に合わせて遵守率の計測 

アンケート

凡例      ︓モニタリング       ︓評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市自転車ネットワーク計画 

 

 

 

 

 

本計画の策定にあたっては、東海大学 鈴木美緒准教授にご意見を伺い、計画内容の

検討を行いました。ご協力・ご助言をいただきましたことに厚くお礼を申し上げます。 
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